
 

 
 
 
 

 

 
 

 

検査時期：令和４年５月～６月 
検査戸数：55 戸(上伊那地域 40 戸、諏訪地域 15 戸) 
検査項目：生菌数、黄色ブドウ球菌、無乳性レンサ球菌、環境性ブドウ球菌、環境性レンサ球菌、 

大腸菌群、耐熱性菌、マイコプラズマ、牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)遺伝子検査 
  検査結果： 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・マイコプラズマ検査、牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)遺伝子検査は全ての農場で陰性でした。 

・無乳性レンサ球菌（SAG）は 1 農場で陽性でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：伊那家畜保健衛生所 保健衛生課 Tel:0265-72-2782  

長野県伊那家畜保健衛生所 
〒396-0026 伊那市西町 5764 
Teｌ：0265-72-2782、Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
URL：http://www.pref.nagano.lg.jp/inakachiku/ 

伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
Tel&Fax：0265-76-8086 

 

 

Ｒ４-６号 

Ｒ４.７.27 

 

 環境性乳房炎について

酪農生産性向上対策事業
令和４年度第１回バルク乳スクリーニング検査の集計結果をお知らせします 

 

・今回の検査では、潜在性乳房炎を引き起こす環境性菌が多く検出された農場がありました。 

・環境性菌の中でも問題となる３菌種についてご紹介します。 

〇【 Streptococcus uberis 】,【 Enterococcus 属菌 】 

・ともに環境性連鎖球菌です。潜在性かつ難治性乳房炎を引き起こし、治療が非常に困難になります。 

・連鎖球菌性乳房炎は乳汁中の排菌が多いため、早急に個体特定・治療する必要があります。 

〇【 Ｔrueperella 属菌 】 

・夏季性乳房炎の原因菌です。７～９月に好発し、分房の熱感・硬結を伴い、特徴的な異臭がありま

す。 

・ハエによる伝播が主な原因であり、ハエへの防除対策が重要です。 

なお、全頭検査の希望や詳細については、伊那家畜保健衛生所へご相談ください。  
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